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１．はじめに
　ＮＨＫ通信添削講座「明快話しことば」の受講を
始めた。実際に人を目の前にして話すのではなく，
レコーダー（機械）に向かって話すのだからどうし
てもぎこちなくなる。その場には自分しかいないの
だから，気楽にできそうなものだが，額に汗をにじ
ませながらやっと録音した。一週間後，添削テープ
を聞く。まず第一声，目の前にアナウンサーの姿が
浮かんでくる。今回，わたしが強烈に感じたのは，
アナウンサーの相手（聞き手）意識である。わたし
に向かって，まるで目の前にいるかのように語りか
けてくるのである。
　教室での話しことば（聞く・話す）学習の中で，
学習者は目の前に相手がいるのにもかかわらず，本
当にその相手を意識して話そうとしているのだろう
か？
　「話しことば」の指導というと， すぐに， 話し合
い・ディベート・対話・スピーチなどの言語活動が
思い浮かんでくる。しかし，教室の中では，それら
の活動に至るまでの基礎作りの学習が用意されてい
なければならないのではないか。川島五郎氏が「ど
んな小さな音も聞き取り，声の響きに聞き浸り，言
葉を聞き分ける訓練が，丹念になされなければ，耳
は育たない。」1）と述べているように，まず，指導者
自身が「聞くこと」への意識を育てなくては，話し
ことばの指導は空振りに終わるのではないだろう
か。
　話す活動には常に相手がある。話し手から出た刺
激（言葉）が聞き手の反応を呼び起こし，この反応
は逆に刺激となって再び話し手に反応を起こさせ
る。この刺激を生きたものにするためには，相手を
しっかりととらえ，自分を聞いてもらっている，自
分は聞かれているという実感を学習者に持たせてい
かなければならない。
２．音読・朗読と聞き手意識　　　
１）指導者の「聞くこと」への意識を高める
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声で読むと，未熟なわたしの声をわたしが覚えてし
まうのだそうです。そうすると，そのだめ読みを克
服することが容易でないのだそうです。つまらない
読み，さらっと読んださらっとした読み，理解の足
りない読みを耳から入れてはいけないのです。…」２）
（傍線は引用者）
　この大村はま氏の「わたしの朗読修業」という文
章に出会ったとき，わたしはガツンと頭を打たれ，
指導者として姿勢の厳しさと耳の力の大きさを思い
知らされた気がした。
　音読・朗読の指導というと，①文字を正しく音声
化させる。②発音・発声・アクセント・イントネー
ションに注意させる。③速さや調子を考えさせる。
など，どのように声に出し，表現させていくか（巧
く読ませるか）に力点を置いて指導していく場合が
多いのではないだろうか。しかし，表現させる方だ
けに気を取られていると，倉澤栄吉氏が音読法の弊
害として述べているように，音読させられている場
合には「発音，発声，姿勢，態度などが中心となっ
て理会面が無視されてしまう。」３）表現行為になり
かねない。もっと，声と耳の組み合わせを工夫して，
自己の読みの深まりを耳で確認し，聞くことを楽し
みながら学習していく，表現と理解が一体となった
音読の手立てはないものであろうか。
２）音読・朗読と聞き手意識
　倉澤氏が「教室での音読は何かといえば，本質的
には発表行動である。だから読の字に捉われずに，
これをはなすこときくことの中へ含めるべきであ
る。」 ４）と述べているように，わたしは音読・朗読
を「話しことば指導」の一つとしてとらえ，聞き手
意識を育てていくことが重要であると考えている。
　音読・朗読の指導とかかわらせながら，聞き手意
識を育てるための「話しことばの指導」について考
えてみよう。　　
　人間の耳は，幼児期から唯一外に向かって開かれ
続け，敏感に働き続けている。目を閉じていれば，
声が自分に向かっているのか，そして，心の中に響
いてくるのかは誰でも感じとる力を持っている。そ
れなのに教室で行われる国語学習の中で，音読・朗
読を聞いて鳥肌が立つような，心の奥までことばが
響いてきた経験があるだろうか。
　「ことば」は，人と人をつなぐものであり，相手
の心を開き，また，相手の心の中まで響かせていく
べきものである。だから，なんとか学習者の心に心
（ことば）が響いた経験を持たせたい。そのような
経験の積み重ねが，相手を意識し，心に響く話ので
きる人，積極的に聞くことのできる人を育てていく
ことにつながっていくと考えるのである。
３．音読・朗読の実践から
１）声を出す場所（高低）を意識させて
　　－高低の声の響きを活用して「詩」の世界を
　　　楽しむ－
　単元「わたしの好きな詩～相手の心に響かせる音
読，目を閉じて聞く～」
　この実践では，声を出す場所の工夫による詩の響
き方の変化を考えた。
（1）指導者の音読紹介を聞く。
　国語学習便覧から，表現の工夫，内容の平易さ，
新鮮さなどを考慮して，中学一年生が感じとれそう
な13の詩を教材として選んだ。その中から「わたし
の好きな詩」一編を生徒が音読紹介することにした。
モデルとして，指導者が実際に教室の中で声を出す
場所（位置）を変えながら，数編の詩を紹介し，場
所と音読効果についてのイメージづくりをした。
（2）自分の好きな詩を視写し，暗誦する。　
（3）選んだ詩によって，学習グループを編成する。
（4）この詩の声はどこから？
　（音読紹介の方法を考える）
　声の効果を考えながら，グループでどう紹介して
いくかについて相談タイムを持った。さまざまなア
イデアを出して話し合っていく中で，自然に群読や
分担読みが生まれてきた。
（「名づけられた葉」の朗読グループ）
　今日は相談タイムがとてもスムーズにいけた
と思う。落ち葉の感じを高い位置から低い位置
への輪唱によって効果を出すというのが，今回
の一番のアイデアだと思った。
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（「雑草」北川冬彦の朗読グループ）
　雑草の伸びていく様子を，低い場所から→中
ぐらいの場所から→高い場所から，と声を出す
人の高さ（位置）を工夫して朗読した。
「名づけられた葉」の朗読紹介の例５）　　図Ａ
（5）練習タイム                                                        
（6）みんなで，口の体操
（7）音読紹介の仕方
　①前に出る
　②鈴の音で準備
　③聞き手は目を閉じる
　④音読場所へ移動
　⑤音読紹介
　⑥鈴の音
　⑦目を開ける
　⑧振り返って印象メモ
「道程」の朗読紹介の例６）　　図Ｂ
・三人グループで三方向から中央に向かって声を
ぶつけるように音読した。
（「道程」の紹介を聞いた印象メモから）
・三人の声が真ん中でぶつかりあったのが印象
的だった。（Ｙ男）
・一人ずつの声は大きくて聞こえ易かったし，
三人の時は本当にマイクで話している時みたい
にすごく響いていた。（Ｉ子）
・読む場所を工夫していたし，声が良く通って
いて良かった。目をつぶっていたら，途中でな
んだかぞくぞくした。最後を強く読んだけれど，
私だったらもう少し違う解釈をしたかなと思っ
た。（Ｍ子）
　三名が，「声が真ん中でぶつかりあった」「マイク
で話している時みたい」「途中でなんだかぞくぞく
した」と印象を記している。これは，聞き手が耳に
神経を集め，耳を主体的に「聞く」ために使ったか
らこそ，ストレートに心に声が響いてきたものだと
考えられる。目を閉じることによって余分な心への
刺激を消し去り，耳と心が通い合ったのである。
　このとき，読み手は教室の中を自分達の声によっ
て一つの世界に染め，目を閉じて聞いている仲間達
の心に語りかけていたに違いない。聞き手をしっか
りと意識していたのである。だから，読み手と聞き
手が響きあって，聞き手は鳥肌が立つような，聞き
ながらぞくっとする経験ができたのだと考えられ
る。
２）声を出す場所（前後）を意識させて
　　－前後の声の響きを活用して「詩」の世界を
　　　楽しむ－
　生徒は，同じ読み手が教室の前で朗読したときと
後ろで朗読したときでは，次のように異なる印象を
持っていることがわかる。
○前からの声…今のこと，誰か一人に向かって
話している感じ，問いかける感じ，声がぶつか
る感じ
●後ろからの声…昔のこと，少し楽に聞ける，
読み手が見えないので声だけが追ってくる感
じ，視線を気にせずに聞ける，押し寄せる感じ，
覆いかぶさる感じ，自分を声が通りすぎていく
感じ，心に響く，情景が浮かぶなど
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　この実践では，金井直の詩「木琴」を暗誦させた。
完全に暗誦ができている生徒は安心して声を出すこ
とができるからである。しかし，中には覚えている
が少し不安な生徒，どうしても間違えてしまう生徒
もいる。そこで，今回は教室内の誰が音読しても安
心して詩を紹介できるように，詩の行頭のことばを
上のように板書しておいた。
　後ろからの声の効果をねらって，まず初めに指導
者が後ろに立って音読した。一人の声と複数の声の
違いも感じとらせたかったからである。
　次に，三名の生徒を後ろに移動させ，わたしも学
習者の一人となって席に着き，身体の後ろから聞こ
えてくる三名による音読「木琴」を聞いた。
（後ろからの音読を聞いての感想）
・今日読んだ三人の声はすごかった。作者の言
いたいことが，自分に伝わってくるようだった。
後ろの方から声が聞こえてくると心の中で声が
響いてくるようだった。（Ｍ男）
・この詩を聞くと，耳から入ってきた声が何か
別のものに変わって，体の中に溜まって行くよ
うな気がした。（Ｈ子）
・…今日友達の朗読を聞いた時，何かぞくっと
来るものがありました。本当に不思議で，その
時の様子・音などが頭に思い浮かんできて，感
動しました。（Ｔ子）
・Ｔさんの寂しいような，悲しいような話し方
には，この詩が頭の中で浮かんでくるようで兄
や妹の戦争に対する悲しみが伝わってくるよう
だった。（Ｈ男）
（読み手の一人であったＴさんの感想）
・「妹の気持ちとか金井さんの気持ちを考えな
がら読んでいたら，なんか自分でもじーんとき
た。」
　このように記した生徒の感想を読んでいると、読
み手も聞き手も聴覚を通して，自分の心の中でイ
メージをふくらませ，詩の世界に浸らせるのに，こ
こで紹介したような音読の場の工夫は，かなり有効
な手だてであるといえそうである。また，「聞くこと」
の意外な力や効果を感じさせるのにもか有効な手だ
てであったと考えられる。
４． 「古典」を学習材とした実践から
１）古典学習と手びきの工夫
　今まで中学校での古典学習を進めていくために，
大村はま氏の実践を参考にして，次のような古典学
習理解のための手びきを作り，活用してきた。古文
に対する苦手意識を持つ生徒たちもこの手びきを使
うことによって，古文が読みやすくなり，同時に意
味も理解できやくすなると考えたからである。
　しかし，それでも生徒にとって古典の世界はまだ
遠くにある。そこで，今回は八戸音読研究の会・左
館秀之助編著『授業を変える音読のすすめ』に紹介
されている「文語文と口語文の照合音読」を参考に
 「木琴」
 
　
  金井直
妹よ今夜はお前のお前は学校へ暗い家の中木琴とそして「早くあんなにお前と妹よお前が星の中で街は私の妹よ今夜はお前の
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（教室での板書）　
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して，音読のための手びき作りに挑んだ。音読のた
めの黙読と「二色読み」と名づけた文語文と口語文
を重ねて音読していく読みを活用した学習である。
２）音読のための黙読－五つの黙読の実践－
　私たちは文章理解に句読点の助けを借りている。
音読する場合にも，ついその句読点にこだわって読
んでしまう傾向がある。本来，句読点は理解のため
のものであり，音読のためのものではない。ならば，
いっそ読点を取りはらって，学習者自身でどこへ読
点をつけるべきかを考えさせることによって，内容
理解を深めることができるのではないかと考えた。
そのためには，音読までの準備段階で，繰り返し，
学習者に古文を読ませる工夫をしていかなければな
らない。
　そこで，わたしは，自己内部への語りかけの手段
として「五つの黙読」を考え実践した。
「五つの黙読」
①　目で読む黙読
②　口で読む黙読（唇読…声には出さず口だけ
を動かす）
③　一息黙読（句点までを一息で読む）
④　口で読む一息黙読（音読したときにどこで
息を継ぐかを考えて読む。これによって意味
のブロックを心に留めることになる）
⑤　息をぶつける黙読（音読に近い状態にさせ
るために，顔の三センチ前に息をぶつけ，自
分の耳だけに聞こえる読みをする）
　現代語訳と古文を適宜混ぜ合わせながら，約10回
の黙読を実践した。時間にして15分程度である。
（黙読を練習した後の生徒の声）
 ・いろいろと変わった黙読をした。何回も黙読
をやったので，どこで区切ればいいかと考えな
がら読めた。それに口を動かして読むと，それ
が考えやすいような感じがしました。（Ｔ子）
・10回も読むと自分が間違っているところ，自
然に切りたいところなどが感覚としてでてきた
ような気がする。また，イメージが思い浮 かび，
古文を自然に記憶しているのがわかった。意味
を頭に描くには10回の黙読は必要だと思った。
（Ｍ男）
　学習者たちには音読準備の黙読であることを意識
させて実践したが，上の感想からもわかるように，
音読のための「五つの黙読」によってそれぞれが何
かを発見し，また，早く声に出したいという意欲を
喚起させることにもなった。この「五つの黙読」の
後で，一回，自分の担当の箇所の古文を音読した。
　生徒は，記録の中に「黙読をした後に音読をする
と呼吸がとても楽だった。それに意味を深く理解す
ることもできたので音読の表現が自然であったよう
な気がする。黙読をしている間も少しずつ段階をあ
げていったので，音読する時にすんなりと入ってい
けるような気がした。（Ｈ男）」と音読準備が整った
ことを記している。
３）「二色読み」への挑戦－手引きの工夫－
　 古 文 に は で き
る だ け 注 を つ け
ず，音読のじゃま
にならないように
して，『竹取物語』
の原文に近い状態
で【文語文の手引
き】として生徒に
示した。
　また，【口語文
の手引き】には読
点をつけず，句点
のみとして，音読
準備の学習で生徒
自身にどこで切る
かを考えさせるこ
とにした。
　現代語訳と古文
の 交 互 読 み を グ
ループ学習で行っ
た。二人がペアに
な る こ と に よ っ
て，現代語訳と古
文を交互に読み，
聞くことによって，古文を意味内容にそった自然な
リズムで感じさせ，学習者に近づけていきたいと考
【文語文の手引き】
古文①
　
Ａ男担当
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【口語文の手引き】
現代語ア
　
Ｂ子担当
   
　（そして）薬の入った壺に（かぐや姫の）手紙をそえて差し出した。
（帝は）それを広げてご覧になってとても身にしみて感動なさってお食事も召し上がらす…
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えた。
　下のグループの役割分担によって，現代語訳担当
者と古文担当者がお互いの息を合わせながらペア学
習をしていくのである。例えば，現代語訳アの担当
者Ｂ子は，古文担当のＡ男とペアを組み，上に示し
た二つの手びきを読み重ねていくのである。グルー
プ内の二人の学習者が息を合わせて「二色読み」を
していくことになる。それぞれがペアになってグ
ループで『竹取物語』を読み深めていくのである。
「二色読み」グループ　　（四人グループ）
   ・ア～エは現代語訳の担当部分
   ・①～④は古文の担当部分
現代語エ
Ａ男
古文①
現代語ア
Ｂ子      
古文②
現代語ウ
Ｄ子
古文④
現代語イ
Ｃ男
古文③
図Ｃ
（二色読みをを聞いた後の生徒の声）
 ・「二色読み」を聞いていたら，きちんと意味
ごとにかたまっているし，現代語訳の後にすぐ
古文がきているので，「ああ，これはこんな意
味なんだなあ」とよく理解できました。最初，
古文の勉強をするときは本当に不安だったけれ
ど，「二色読み」や黙読をしているうちに古典
にどんどん近づいていくような気がして，とて
も楽しい学習でした。
５．おわりに
　今回の実践から考えられることとして，まず，座
学になりがちな教室を学習室として精一杯大きく活
用していこうとしていることがあげられる。また，
音読をする者，つまり，表現者が安心して声による
イメージ作りをする場，自分のイメージを話せる場
を生み出していくことが大切になってくる。それは
発表するときの心の負担を少なくし，聞き手を純粋
にイメージの世界に誘っていく効果を持っているか
らである。
　しかも，話し手は，聞き手が目を閉じていたり，
場所を自由に工夫しながら音読することで，教室全
体，聞き手全体の様子を感じながら表現していく態
度が育っていくことにある。また，聞き手は目を閉
じ，視覚から解放されて，少し楽な気持ちで，視線
を気にしないで声の世界に浸っていけるのである。
　倉澤氏は「音読とは，本質的には聞いて読むこと
である。また，よく読んで人の読みを聞くことでも
ある。」 ７）と述べている。聞き手意識を育てる工夫
をすることによって，「積極的に話し，聞く力」を
育成していくことにつながっていくのである。
　「話すこと」に意識が置かれがちな話しことば教
育の中で，「聞くこと」に焦点をあてて学習を展開
していくことは，地味だけれども，話しことば教育
の根底にある教室の中の人間関係を育てていく力に
なるに違いない。紹介したような実践を重ねるごと
に学習者がお互いを認め合い，一人ひとりを大切に
していこうとしているように感じている。
引用文献
１）日本国語教育学会編　川島五郎　『月刊国語教
育研究』N0,208 図書文化社（1989,9月号） P.6
２）日本国語教育学会編　大村はま　『月刊国語教
育研究』 N0,209 図書文化社（1989,10月号） P.34 
３）倉澤栄吉　『倉澤栄吉国語教育全集　第２巻』　
角川書店　1989.7.10   P.210
４）倉澤栄吉『倉澤栄吉国語教育全集　第７巻』　
角川書店　　1989.7.10  P.211～ P.212 
５）６）星沢　正『月刊国語教育』東京法令出版 
1990.12.25 （寺本氏）から再掲　P.37
７）倉澤栄吉『倉澤栄吉国語教育全集　第7巻』　
角川書店　1989.7.10    P.154 
参考文献
八戸音読研究の会・左館秀之助　編著『授業を変え
る音読のすすめ』明治図書　1985.5
大村はま　『大村はま国語教室　第３巻』筑摩書房 
1983.5.30
（受稿 平成29年１月23日，受理 平成29年２月７日）
